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Abstract: Our laboratory (Azumi laboratory, Kanagawa University) started the project 
“Let’s Observe Plant Chromosomes Found on Shonan Hiratsuka Campus, Kanagawa 
University” in April 2007.  The objective of this project is to introduce a hidden part of 
plants, meiotic chromosomes, to the public and to share our interest in plants with the 
general public.  As children are increasingly becoming disinterested in science, we hope 
that this project will increase their interest in nature and science.  This is the first report 
of our activity.  So far, we have succeeded in observing all stages of meiosis in three kinds of 
plants, Brassica rapa L., Lamium amplexicaule L., and Solanum nigrum L. 



























































































識別し、追跡調査するための FISH（fluorescent in 














rapa L.）、ホトケノザ（Lamium amplexicaule L.）、イ














ファーマー液で固定した花序を Mill-Q 精製水に 




た。Mill-Q 精製水が乾かないうちに DAPI （1.5×









製水に 10 分間浸した。これを 2 回繰り返した後、
10 mM クエン酸緩衝液（pH4.5） に 10 分間浸した。
これを 2 回繰り返した後、花序を酵素液（0.4％サ
イトヘリカーゼ、セルラーゼ、ペクトリアーゼ、800 
u/ml β-グルクロニダーゼ）に浸し、 15 分間の脱気
を 2 回繰り返した。37℃に 1 時間放置した後、再び
15 分間脱気を行い、再び 37℃に 2 時間放置した。2 
時間後にクエン酸緩衝液に 10 分間浸した。これを 
















































長さがおよそ 1.0 mm から 1.5 mm であった。また、
同一の蕾内でも葯の大きさが異なり、蕾よりも葯の
大きさが指標となるとわかり、その大きさは縦の長
























質分裂が起こり、1 つの花粉母細胞中に 4 つの花粉
小胞子が見られる四分子が形成された。 
 
ホトケノザ Lamium amplexicaule L. 






































の染色体像から、ホトケノザの染色体数を 2n = 18
と断定した。 
 
イヌホウズキ Solanum nigrum L. 
ナス科ナス属の日本全土の畑や道端に自生する、丈
が 20~60 cm に生長する一年草植物である。キャン
パス内では夏から秋にかけてイヌホウズキの花を見
ることができる。茎の途中に花序を出し、直径 7~10 
mm の白い花を 4~8 個つける。萼は杯形 で 5 裂し、
花冠は白色、皿形で深く 5 裂し、反返る。開花した
花の葯は黄色で雌蕊の柱頭を囲むように存在する。













ズキの染色体は 2n = 24、あるいは 72 と紹介され
ているが、実際に観察したイヌホウズキの染色体の



















に も 、 タ イ ワ ン ユ リ （ Lilium formosanum 
A.Wallace）、トウモロコシ（Zea mays L.）、メマツ
ヨイグサ（Oenothera biennis L.）、ドクダミ





日本在来種であるBrassica rapa L. ver. nippo-oleifera
であることを確かめることができた。ホトケノザに関
しては、未同定と思われる染色体数を、本年度の研
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図 3． イヌホウズキ Solanum nigrum L. の花と花粉母細胞で見られる減数分裂期染色体．染色体の数はおよそ６０で
あった． 
図 2． ホトケノザ Lamium amplexicaule L. の花と花粉母細胞で見られる減数分裂期染色体．染色体の数は 2n=18 で
合った． 
図 1． アブラナ Brassica rapa L. ver.nippo-oleifera の花と花粉母細胞で見られる減数分裂期染色体．染色体の数は
2n=20 であった． 
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